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事 業 名

項目

図書館ＩＣＴ化推進事業

　H23　～　H26　　

平成21年度決算額

048

事業目的

・図書館の所蔵資料にＩＣタグを貼付
・自動貸出機・自動返却機をはじめとするＩＣタグシステムを
　順次導入（Ｈ２４～）

局・課名／　　 教育委員会事務局　中央図書館総務課

要求内容・積算等

(単位　千円)

ＩＣタグ機器等　 1,905千円

事業内容

関連事業

整理番号

ＩＣタグシステムの導入

23年度要求額

47,858

受入資料へのＩＣタグ貼付実施
東百舌鳥分館、西・南・美原図書館の所蔵資
料にＩＣタグ貼付
堺市駅前分館、栂分館、美木多分館、北図書
館に自動貸出機等機器導入、システム稼動

【今後（～24年度】

その他　特記事項

本市図書館施設(12館及び2図書施設）を３つのグ
ループに分け、順次貼付～導入を実施する。
【25年度以降】
中央・中・東図書館、初芝分館の所蔵資料にICタグ
貼付
2図書施設（図書ホール、青少年センター）

スケジュール（経過及び今後展開）

H23.1月～
新図書館情報システム稼動（ＩＣタグ
対応）

堺市駅前分館、栂分館、美木多分
館、北図書館の所蔵資料と新刊購入
資料、寄贈・賠償受入資料にＩＣタグ
貼付

【経過（～22年度】 【23年度】

0 47,858

ＩＣタグ製作　　 6,337千円

主な要求内容 （単位：千円）

平成22年度予算額 平成23年度要求額

47,8580

平成２３年度より平成２６年度までの４年計画で順次導入を行う。
今年度は、特に貸出し・返却の業務量が多い４館の所蔵資料と全館の受入資料
（新刊購入資料、寄贈資料等）にＩＣタグを貼付し、次年度以降の機器・システ
ム導入準備をすすめる。

事業期間

事 業 費

　貸出・返却のセルフ化により、一層の効率化を図り、市民の図書館利用を促
進する。
　ＩＣタグシステムの導入により、定型的業務のさらなる効率化を実施し、市
民の読書活動や地域の課題解決支援の拡充にあてる。
　また、資料（点検）整理期間の作業の効率化も可能とし、開館日数の拡大を
実施する。

334,338

合計

0

22年度予算

0

全体事業費

ＩＣタグ貼付等　39,616千円


